
展示ブースを創造的に作り上げた 

 

 

 

名古屋市新事業支援センター 支援事例 

 

伝統の価値を高める 

 

業種  佛具木製品製造販売 

代表  立松紀善 

住所  名古屋市中区松原 2-5-1 

立松佛具木工業 

・成果と今後の進め方 

今回は一日限りの展示であり、吹上酒蔵まつりが第一回ということもあり、来客数も読めなかった。しかし、開催すると館内に予想以上の

来客があり、同社のブースへ立ち寄る人も多く、期待以上の売上を上げることが出来た。今回のブースイメージをベースに、今後は展示パタ

ーンを作成して、売り方についてテーマを固めるとともに、海外へも発信できるブランド化を進めていく。 

・実行内容 

 一つ一つの商品が引き立

つようにディスプレイし直し

た。お猪口を組み合わせた

イメージや立体的な見せ方

に工夫を凝らして、ブランド

向上を行った。 

・支援者の分析と判断 

  将来的には海外インバウンド向けにも販売したい夢があり、そのためには、日本古来の伝統価値と近代的な用途をどのように価値として

認識してもらうかというブランディングに課題があった。折しも吹上ホールで第一回の酒蔵まつりへの出展を誘われていて、あらたなブランディ

ング構築の取組として、ブース設営で価値向上を狙うことをお勧めした。 

・事業者の概要 

１９４０年より佛具を製造している３代目（経営者は２代目である父）。仏壇需要の

減少に対する売上の回復策として、新たに佛具の技術を活かして、インテリアの食器の販売を

始めるとともに、ブランド名「ｃｏｓａｙａ」を立ち上げた。現在は工房で店舗が無いため、

展示会等へ出展して販売活動を行っている。 
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・表面化している課題 

商品は伝統技術を活かして、一品一品細かな紋様が刻まれ丁寧に作られている。一方で

販売の拡大につながる販路が見つからないことにあった。東京の青山スクエアへも期間限定で

展開したが、このブランドイメージがうまく伝えられず、大きな成果は得られなかった。 

事業者さんの声 

 お世話になりました。本当

に助かっています。今後とも

お願いいたします。 

 

相談時の写真 

 


